
JP 2016-104871 A5 2016.7.21

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成28年7月21日(2016.7.21)

【公開番号】特開2016-104871(P2016-104871A)
【公開日】平成28年6月9日(2016.6.9)
【年通号数】公開・登録公報2016-035
【出願番号】特願2015-252631(P2015-252631)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ 101/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/3465   (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/3495   (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/23     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ   5/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  101/00     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/3465   　　　　
   Ｃ０８Ｋ    3/00     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/3495   　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/23     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   11/06     　　　　
   Ｃ０７Ｆ    5/02     　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成28年4月15日(2016.4.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　近赤外蛍光材料、放射線不透過性物質、及び樹脂を含有し、
　前記近赤外蛍光材料が、下記一般式（Ｉ）：

【化１】

［式（Ｉ）中、
　Ｘ’は、置換基を有していてもよいアリール基、又は置換基を有していてもよいヘテロ
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アリール基を示し；
　Ｒ１は、Ｃ１－１２アルキル基、アリール基、アリールエテニル基、アリールエチニル
基、Ｃ１－１２アルコキシ基、アリールオキシ基又はハロゲン原子を示すか、或いは、一
方のＲ１は、上記Ｘ’とも結合している－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－基を示し、６員環を形成する
ものであり、且つ他方のＲ１は、独立してＣ１－１２アルキル基、アリール基、アリール
エテニル基、アリールエチニル基、Ｃ１－１２アルコキシ基、アリールオキシ基又はハロ
ゲン原子を示し；
　Ｒ２とＲ３は、一体となって－Ｏ－基、－Ｓ－基もしくは－Ｎ（Ｒ８）－基（ここで、
Ｒ８は水素原子又はＣ１－１２アルキル基を示す）を形成し、且つＲ４とＲ５は水素原子
基を示すか、或いは、Ｒ４とＲ５は、一体となって－Ｏ－基、－Ｓ－基、もしくは－Ｎ（
Ｒ８）－基（Ｒ８は上記と同義を示す）を形成し、且つＲ２とＲ３は水素原子基を示し；
　Ｒ６とＲ７は、独立して水素原子基、Ｃ１－１２アルキル基、置換基を有していてもよ
いアリール基、又は置換基を有していてもよいヘテロアリール基を示し；
　上記アリール基又はヘテロアリール基の置換基は、Ｃ１－１２アルキル基、モノ（Ｃ１

－１２アルキル）アミノ基、ジ（Ｃ１－１２アルキル）アミノ基、水酸基及びＣ１－１２

アルコキシ基からなる群より選択される１種以上の基を示す。］
で表される化合物、下記一般式（ＩＩ１）及び一般式（ＩＩ２）：
【化２】

［式（ＩＩ１）及び（ＩＩ２）中、
　Ｒａ及びＲｂは、Ｒａが結合する窒素原子及びＲｂが結合する炭素原子と共に、芳香族
５員環、芳香族６員環、又は２～３個の５員環若しくは６員環が縮合してなる縮合芳香環
を形成し；
　Ｒｃ及びＲｄは、Ｒｃが結合する窒素原子及びＲｄが結合する炭素原子と共に、芳香族
５員環、芳香族６員環、又は２～３個の５員環若しくは６員環が縮合してなる縮合芳香環
を形成し；
　Ｒｅ及びＲｆは、ハロゲン原子又は酸素原子を表し；
　Ｒｇは、水素原子、又は電子求引性基を表す。
　ただし、Ｒｅ及びＲｆが酸素原子の場合には、Ｒｅ、Ｒｅと結合するホウ素原子、Ｒａ

、及びＲａが結合する窒素原子が共に環を形成してもよく、Ｒｆ、Ｒｆと結合するホウ素
原子、Ｒｃ、及びＲｃが結合する窒素原子が共に環を形成してもよい。Ｒｅが酸素原子で
あり、かつ環を形成していない場合には、Ｒｅは置換基を有する酸素原子であり、Ｒｆが
酸素原子であり、かつ環を形成していない場合には、Ｒｆは置換基を有する酸素原子であ
る。］
のいずれかで表される化合物、並びに下記一般式（ＩＩ３）及び一般式（ＩＩ４）：
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【化３】

［式（ＩＩ３）及び（ＩＩ４）中、
　Ｒｈ及びＲｉは、Ｒｈが結合する窒素原子及びＲｉが結合する炭素原子と共に、芳香族
５員環、芳香族６員環、又は２～３個の５員環若しくは６員環が縮合してなる縮合芳香環
を形成し；
　Ｒｊ及びＲｋは、Ｒｊが結合する窒素原子及びＲｋが結合する炭素原子と共に、芳香族
５員環、芳香族６員環、又は２～３個の５員環若しくは６員環が縮合してなる縮合芳香環
を形成し；
　Ｒｌ、Ｒｍ、Ｒｎ、及びＲｏは、互いに独立して、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル
基、Ｃ１－２０アルコキシ基、アリール基、又はヘテロアリール基を表し；
　Ｒｐ及びＲｑは、互いに独立して、水素原子、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、
Ｃ１－２０アルコキシ基、アリール基、又はヘテロアリール基を表し；
　Ｒｒ及びＲｓは、互いに独立して、水素原子、又は電子求引性基を表す。］
のいずれかで表される化合物からなる群より選択される１種又は２種以上の化合物である
、樹脂組成物。
【請求項２】
　前記近赤外蛍光材料が、下記一般式（Ｉ１）：
【化４】

［式（Ｉ１）中、
　Ｙは置換基を有していてもよいアリール基、又は置換基を有していてもよいヘテロアリ
ール基を示し、Ｒ１～Ｒ７は前記式（Ｉ）中のＲ１～Ｒ７と同義を示す。］
で表される化合物を含有する、請求項１に記載の樹脂組成物。
【請求項３】
　前記近赤外蛍光材料が、下記一般式（ＩＩ１－０）及び一般式（ＩＩ２－０）：
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【化５】

［式（ＩＩ１－０）及び（ＩＩ２－０）中、
　Ｒ１０１、Ｒ１０２、及びＲ１０３は、
（ｐ１）互いに独立して、水素原子、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、Ｃ１－２０

アルコキシ基、アリール基、又はヘテロアリール基を表す、
（ｐ２）Ｒ１０１及びＲ１０２は共に、芳香族５員環又は芳香族６員環を形成し、Ｒ１０

３は水素原子、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、Ｃ１－２０アルコキシ基、アリー
ル基、又はヘテロアリール基を表す、又は
（ｐ３）Ｒ１０２及びＲ１０３は共に、芳香族５員環又は芳香族６員環を形成し、Ｒ１０

１は水素原子、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、Ｃ１－２０アルコキシ基、アリー
ル基、又はヘテロアリール基を表す。
　Ｒ１０４、Ｒ１０５、及びＲ１０６は、
（ｑ１）互いに独立して、水素原子、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、Ｃ１－２０

アルコキシ基、アリール基、又はヘテロアリール基を表す、
（ｑ２）Ｒ１０４及びＲ１０５は共に、芳香族５員環又は芳香族６員環を形成し、Ｒ１０

６は水素原子、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、Ｃ１－２０アルコキシ基、アリー
ル基、又はヘテロアリール基を表す、又は
（ｑ３）Ｒ１０５及びＲ１０６は共に、芳香族５員環又は芳香族６員環を形成し、Ｒ１０

４は水素原子、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、Ｃ１－２０アルコキシ基、アリー
ル基、又はヘテロアリール基を表す。
　Ｒ１０７及びＲ１０８は、ハロゲン原子又は酸素原子を表し；
　Ｒ１０９は、水素原子、又は電子求引性基を表す。
　ただし、Ｒ１０７及びＲ１０８が酸素原子の場合には、Ｒ１０７、Ｒ１０７と結合する
ホウ素原子、ホウ素原子が結合する窒素原子、Ｒ１０１、及びＲ１０１と結合する炭素原
子が共に環を形成してもよく、Ｒ１０８、Ｒ１０８と結合するホウ素原子、ホウ素原子が
結合する窒素原子、Ｒ１０４、及びＲ１０４と結合する炭素原子が共に環を形成してもよ
い。Ｒ１０７が酸素原子であり、かつ環を形成していない場合には、Ｒ１０７は置換基を
有する酸素原子であり、Ｒ１０８が酸素原子であり、かつ環を形成していない場合には、
Ｒ１０８は置換基を有する酸素原子である。］
のいずれかで表される化合物からなる群より選択される１種又は２種以上の化合物を含有
する、請求項１に記載の樹脂組成物。
【請求項４】
　前記一般式（ＩＩ１－０）又は前記一般式（ＩＩ２－０）において、Ｒ１０１及びＲ１

０２が環を形成し、Ｒ１０４及びＲ１０５が環を形成している、又は、Ｒ１０２及びＲ１

０３が環を形成し、Ｒ１０５及びＲ１０６が環を形成しており、
　前記環が、下記一般式（Ｃ－１）～（Ｃ－９）：
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【化６】

［式（Ｃ－１）～（Ｃ－９）中、
　Ｙ１～Ｙ８は、互いに独立して硫黄原子、酸素原子、窒素原子、又はリン原子を表し、
　Ｒ１１～Ｒ２２は、互いに独立して水素原子、無置換のアリール基、置換基を有するア
リール基、無置換のヘテロアリール基、又は置換基を有するヘテロアリール基を表す。］
のいずれかで表される、請求項３に記載の樹脂組成物。
【請求項５】
　前記近赤外蛍光色素が、下記一般式（ＩＩ１－１－１）、（ＩＩ１－１－２）、（ＩＩ

１－２－１）、（ＩＩ１－２－２）、（ＩＩ１－２－６）、（ＩＩ２－１－１）、（ＩＩ

２－１－２）、（ＩＩ２－２－１）、（ＩＩ２－２－２）、及び（ＩＩ２－２－６）：
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【化７】

［上記式中、
　Ｙ１１及びＹ１２は、互いに独立して、酸素原子又は硫黄原子を表し；
　Ｙ２１及びＹ２２は、互いに独立して、炭素原子又は窒素原子を表し；
　Ｑ１１は、水素原子又は電子求引性基を表し；
　Ｘは、互いに独立して、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルコキシ基、アリールオキシ基、
又はアシルオキシ基を表し；
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　Ｐ１１～Ｐ１２は、互いに独立して、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、Ｃ1-20ア
ルコキシ基、アミノ基、モノアルキルアミノ基、ジアルキルアミノ基を表し；
　Ａ１１～Ａ１４は、互いに独立して、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、Ｃ１－２

０アルコキシ基、アミノ基、モノアルキルアミノ基、及びジアルキルアミノ基からなる群
より選択される１～３個の置換基を有していてもよいフェニル基、又はハロゲン原子、Ｃ

１－２０アルキル基、Ｃ１－２０アルコキシ基、アミノ基、モノアルキルアミノ基、及び
ジアルキルアミノ基からなる群より選択される１～３個の置換基を有していてもよいヘテ
ロアリール基を表し；
　ｎ１１～ｎ１２は、互いに独立して、０～３の整数を表す。］
のいずれかで表される化合物からなる群より選択される少なくとも１種又は２種以上の化
合物を含有する、請求項４に記載の樹脂組成物。
【請求項６】
　前記近赤外蛍光材料が、下記一般式（ＩＩ３－１）～（ＩＩ３－６）：
【化８】

［式（ＩＩ３－１）～（ＩＩ３－６）中、
　Ｘ１及びＸ２は、互いに独立して窒素原子又はリン原子を表し；
　Ｙ９及びＹ１０は、互いに独立して硫黄原子、酸素原子、窒素原子、又はリン原子を表
し；
　Ｒ２３、Ｒ２４、Ｒ２５、及びＲ２６は、互いに独立して、ハロゲン原子、Ｃ１－２０

アルキル基、Ｃ１－２０アルコキシ基、アリール基、又はヘテロアリール基を表し；
　Ｒ２７及びＲ２８は、互いに独立して、水素原子、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル
基、Ｃ１－２０アルコキシ基、アリール基、又はヘテロアリール基を表し；
　Ｒ２９及びＲ３０は、互いに独立して、水素原子、又は電子求引性基を表し；
　Ｒ３１及びＲ３２は、
（ｐ４）互いに独立して、水素原子、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、Ｃ１－２０

アルコキシ基、アリール基、又はヘテロアリール基を表す、又は
（ｐ５）Ｒ３１及びＲ３２は共に、置換基を有していてもよい芳香族５員環又は置換基を
有していてもよい芳香族６員環を形成する；
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　Ｒ３３及びＲ３４は、
（ｑ４）互いに独立して、水素原子、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、Ｃ１－２０

アルコキシ基、アリール基、又はヘテロアリール基を表す、又は
（ｑ５）Ｒ３３及びＲ３４は共に、置換基を有していてもよい芳香族５員環又は置換基を
有していてもよい芳香族６員環を形成する；
　Ｒ３５、Ｒ３６、Ｒ３７、及びＲ３８は、
（ｐ６）互いに独立して、水素原子、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、Ｃ１－２０

アルコキシ基、アリール基、又はヘテロアリール基を表す、
（ｐ７）Ｒ３５及びＲ３６は共に、置換基を有していてもよい芳香族５員環又は置換基を
有していてもよい芳香族６員環を形成し、Ｒ３７及びＲ３８は互いに独立して、水素原子
、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、Ｃ１－２０アルコキシ基、アリール基、又はヘ
テロアリール基を表す、
（ｐ８）Ｒ３６及びＲ３７は共に、置換基を有していてもよい芳香族５員環又は置換基を
有していてもよい芳香族６員環を形成し、Ｒ３５及びＲ３８は互いに独立して、水素原子
、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、Ｃ１－２０アルコキシ基、アリール基、又はヘ
テロアリール基を表す、又は
（ｐ９）Ｒ３７及びＲ３８は共に、置換基を有していてもよい芳香族５員環又は置換基を
有していてもよい芳香族６員環を形成し、Ｒ３５及びＲ３６は互いに独立して、水素原子
、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、Ｃ１－２０アルコキシ基、アリール基、又はヘ
テロアリール基を表し；
　Ｒ３９、Ｒ４０、Ｒ４１、及びＲ４２は、
（ｑ６）互いに独立して、水素原子、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、Ｃ１－２０

アルコキシ基、アリール基、又はヘテロアリール基を表す、
（ｑ７）Ｒ３９及びＲ４０は共に、置換基を有していてもよい芳香族５員環又は置換基を
有していてもよい芳香族６員環を形成し、Ｒ４１及びＲ４２は互いに独立して、水素原子
、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、Ｃ１－２０アルコキシ基、アリール基、又はヘ
テロアリール基を表す、
（ｑ８）Ｒ４０及びＲ４１は共に、置換基を有していてもよい芳香族５員環又は置換基を
有していてもよい芳香族６員環を形成し、Ｒ３９及びＲ４２は互いに独立して、水素原子
、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、Ｃ１－２０アルコキシ基、アリール基、又はヘ
テロアリール基を表す、又は
（ｑ９）Ｒ４１及びＲ４２は共に、置換基を有していてもよい芳香族５員環又は置換基を
有していてもよい芳香族６員環を形成し、Ｒ３９及びＲ４０は互いに独立して、水素原子
、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、Ｃ１－２０アルコキシ基、アリール基、又はヘ
テロアリール基を表す。］
のいずれかで表される化合物、及び下記一般式（ＩＩ４－１）～（ＩＩ４－６）：
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【化９】

［式（ＩＩ４－１）～（ＩＩ４－６）中、
　Ｘ１及びＸ２、Ｙ９及びＹ１０、Ｒ２３～Ｒ２８、Ｒ３１～Ｒ４２は、上記式（ＩＩ３

－１）～（ＩＩ３－６）と同じである。］
のいずれかで表される化合物からなる群より選択される１種又は２種以上の化合物を含有
する、請求項１に記載の樹脂組成物。
【請求項７】
　前記近赤外蛍光材料が、下記一般式（ＩＩ３－７）～（ＩＩ３－９）及び一般式（ＩＩ

４－７）～（ＩＩ４－９）：



(10) JP 2016-104871 A5 2016.7.21

【化１０】

［式中、Ｙ１３及びＹ１４は、互いに独立して、酸素原子又は硫黄原子を表し；
　Ｙ２３及びＹ２４は、互いに独立して、炭素原子又は窒素原子を表し；
　Ｙ２５及びＹ２６は、互いに独立して、炭素原子又は窒素原子を表し；
　Ｒ４７及びＲ４８は、互いに独立して、水素原子又は電子求引性基を表し；
　Ｒ４３、Ｒ４４、Ｒ４５、及びＲ４６は、ハロゲン原子又は置換基を有していてもよい
アリール基を表し；
　Ａ１５及びＡ１６は、互いに独立して、水素原子、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル
基、Ｃ１－２０アルコキシ基、アミノ基、モノアルキルアミノ基、及びジアルキルアミノ
基からなる群より選択される１～３個の置換基を有していてもよいフェニル基を表し；
　Ｐ１５及びＰ１６は、互いに独立して、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、Ｃ１－

２０アルコキシ基、アミノ基、モノアルキルアミノ基、ジアルキルアミノ基を表し；
　ｎ１５及びｎ１６は、互いに独立して、０～３の整数を表す。］
で表される化合物からなる群より選択される１種又は２種以上の化合物を含有する、請求
項６に記載の樹脂組成物。
【請求項８】
　前記放射線不透過性物質が硫酸バリウム、酸化ビスマス、次炭酸ビスマス、炭酸カルシ
ウム、水酸化アルミニウム、タングステン、酸化亜鉛、酸化ジルコニウム、ジルコニウム
、チタン、白金、次硝酸ビスマス、及びビスマスからなる群より選択される１種以上であ
る、請求項１～７のいずれか一項に記載の樹脂組成物。
【請求項９】
　前記近赤外蛍光材料の含有量が０．００１～０．５質量％である、請求項１～８のいず
れか一項に記載の樹脂組成物。
【請求項１０】
　前記樹脂が熱可塑性樹脂である、請求項１～９のいずれか一項に記載の樹脂組成物。
【請求項１１】



(11) JP 2016-104871 A5 2016.7.21

　前記樹脂が、ウレタン系樹脂、オレフィン系樹脂、ポリスチレン系樹脂、ポリエステル
系樹脂、及び塩化ビニル系樹脂からなる群より選択される１種以上である、請求項１～１
０のいずれか一項に記載の樹脂組成物。
【請求項１２】
　前記近赤外蛍光材料及び前記放射線不透過性物質が前記樹脂に分散されてなる、請求項
１～１１のいずれか一項に記載の樹脂組成物。
【請求項１３】
　医療用材料として用いられる、請求項１～１２のいずれか一項に記載の樹脂組成物。
【請求項１４】
　請求項１～１３のいずれか一項に記載の樹脂組成物を加工して得られる成形体。
【請求項１５】
　少なくとも一部が、患者の体内で使用される医療用具である、請求項１４に記載の成形
体。
【請求項１６】
　請求項１～１３のいずれか一項に記載の樹脂組成物の製造方法であって、
　前記樹脂に前記近赤外蛍光材料及び前記放射線不透過性物質を溶融混練する工程を含む
、製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　本発明に係る樹脂組成物、成形体、及び樹脂組成物の製造方法は、下記［１］～［１６
］である。
［１］　近赤外蛍光材料、放射線不透過性物質、及び樹脂を含有し、
　前記近赤外蛍光材料が、下記一般式（Ｉ）：
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
【化１】

【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００２０】
［式（Ｉ）中、
　Ｘ’は、置換基を有していてもよいアリール基、又は置換基を有していてもよいヘテロ
アリール基を示し；
　Ｒ１は、Ｃ１－１２アルキル基、アリール基、アリールエテニル基、アリールエチニル
基、Ｃ１－１２アルコキシ基、アリールオキシ基又はハロゲン原子を示すか、或いは、一
方のＲ１は、上記Ｘ’とも結合している－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－基を示し、６員環を形成する
ものであり、且つ他方のＲ１は、独立してＣ１－１２アルキル基、アリール基、アリール
エテニル基、アリールエチニル基、Ｃ１－１２アルコキシ基、アリールオキシ基又はハロ
ゲン原子を示し；
　Ｒ２とＲ３は、一体となって－Ｏ－基、－Ｓ－基もしくは－Ｎ（Ｒ８）－基（ここで、
Ｒ８は水素原子又はＣ１－１２アルキル基を示す）を形成し、且つＲ４とＲ５は水素原子
基を示すか、或いは、Ｒ４とＲ５は、一体となって－Ｏ－基、－Ｓ－基、もしくは－Ｎ（
Ｒ８）－基（Ｒ８は上記と同義を示す）を形成し、且つＲ２とＲ３は水素原子基を示し；
　Ｒ６とＲ７は、独立して水素原子基、Ｃ１－１２アルキル基、置換基を有していてもよ
いアリール基、又は置換基を有していてもよいヘテロアリール基を示し；
　上記アリール基又はヘテロアリール基の置換基は、Ｃ１－１２アルキル基、モノ（Ｃ１

－１２アルキル）アミノ基、ジ（Ｃ１－１２アルキル）アミノ基、水酸基及びＣ１－１２

アルコキシ基からなる群より選択される１種以上の基を示す。］
で表される化合物、下記一般式（ＩＩ１）及び一般式（ＩＩ２）：
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
【化２】

【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
［式（ＩＩ１）及び（ＩＩ２）中、
　Ｒａ及びＲｂは、Ｒａが結合する窒素原子及びＲｂが結合する炭素原子と共に、芳香族
５員環、芳香族６員環、又は２～３個の５員環若しくは６員環が縮合してなる縮合芳香環
を形成し；
　Ｒｃ及びＲｄは、Ｒｃが結合する窒素原子及びＲｄが結合する炭素原子と共に、芳香族
５員環、芳香族６員環、又は２～３個の５員環若しくは６員環が縮合してなる縮合芳香環
を形成し；
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　Ｒｅ及びＲｆは、ハロゲン原子又は酸素原子を表し；
　Ｒｇは、水素原子、又は電子求引性基を表す。
　ただし、Ｒｅ及びＲｆが酸素原子の場合には、Ｒｅ、Ｒｅと結合するホウ素原子、Ｒａ

、及びＲａが結合する窒素原子が共に環を形成してもよく、Ｒｆ、Ｒｆと結合するホウ素
原子、Ｒｃ、及びＲｃが結合する窒素原子が共に環を形成してもよい。Ｒｅが酸素原子で
あり、かつ環を形成していない場合には、Ｒｅは置換基を有する酸素原子であり、Ｒｆが
酸素原子であり、かつ環を形成していない場合には、Ｒｆは置換基を有する酸素原子であ
る。］
のいずれかで表される化合物、並びに下記一般式（ＩＩ３）及び一般式（ＩＩ４）：
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
【化３】

【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
［式（ＩＩ３）及び（ＩＩ４）中、
　Ｒｈ及びＲｉは、Ｒｈが結合する窒素原子及びＲｉが結合する炭素原子と共に、芳香族
５員環、芳香族６員環、又は２～３個の５員環若しくは６員環が縮合してなる縮合芳香環
を形成し；
　Ｒｊ及びＲｋは、Ｒｊが結合する窒素原子及びＲｋが結合する炭素原子と共に、芳香族
５員環、芳香族６員環、又は２～３個の５員環若しくは６員環が縮合してなる縮合芳香環
を形成し；
　Ｒｌ、Ｒｍ、Ｒｎ、及びＲｏは、互いに独立して、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル
基、Ｃ１－２０アルコキシ基、アリール基、又はヘテロアリール基を表し；
　Ｒｐ及びＲｑは、互いに独立して、水素原子、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、
Ｃ１－２０アルコキシ基、アリール基、又はヘテロアリール基を表し；
　Ｒｒ及びＲｓは、互いに独立して、水素原子、又は電子求引性基を表す。］
のいずれかで表される化合物からなる群より選択される１種又は２種以上の化合物である
、樹脂組成物。
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［２］　前記近赤外蛍光材料が、下記一般式（Ｉ１）：
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
【化４】

【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
［式（Ｉ１）中、
　Ｙは置換基を有していてもよいアリール基、又は置換基を有していてもよいヘテロアリ
ール基を示し、Ｒ１～Ｒ７は前記式（Ｉ）中のＲ１～Ｒ７と同義を示す。］
で表される化合物を含有する、前記［１］の樹脂組成物。
［３］　前記近赤外蛍光材料が、下記一般式（ＩＩ１－０）及び一般式（ＩＩ２－０）：
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
【化５】

【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
［式（ＩＩ１－０）及び（ＩＩ２－０）中、
　Ｒ１０１、Ｒ１０２、及びＲ１０３は、
（ｐ１）互いに独立して、水素原子、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、Ｃ１－２０

アルコキシ基、アリール基、又はヘテロアリール基を表す、
（ｐ２）Ｒ１０１及びＲ１０２は共に、芳香族５員環又は芳香族６員環を形成し、Ｒ１０

３は水素原子、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、Ｃ１－２０アルコキシ基、アリー
ル基、又はヘテロアリール基を表す、又は
（ｐ３）Ｒ１０２及びＲ１０３は共に、芳香族５員環又は芳香族６員環を形成し、Ｒ１０

１は水素原子、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、Ｃ１－２０アルコキシ基、アリー
ル基、又はヘテロアリール基を表す。
　Ｒ１０４、Ｒ１０５、及びＲ１０６は、
（ｑ１）互いに独立して、水素原子、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、Ｃ１－２０

アルコキシ基、アリール基、又はヘテロアリール基を表す、
（ｑ２）Ｒ１０４及びＲ１０５は共に、芳香族５員環又は芳香族６員環を形成し、Ｒ１０

６は水素原子、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、Ｃ１－２０アルコキシ基、アリー
ル基、又はヘテロアリール基を表す、又は
（ｑ３）Ｒ１０５及びＲ１０６は共に、芳香族５員環又は芳香族６員環を形成し、Ｒ１０

４は水素原子、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、Ｃ１－２０アルコキシ基、アリー
ル基、又はヘテロアリール基を表す。
　Ｒ１０７及びＲ１０８は、ハロゲン原子又は酸素原子を表し；
　Ｒ１０９は、水素原子、又は電子求引性基を表す。
　ただし、Ｒ１０７及びＲ１０８が酸素原子の場合には、Ｒ１０７、Ｒ１０７と結合する
ホウ素原子、ホウ素原子が結合する窒素原子、Ｒ１０１、及びＲ１０１と結合する炭素原
子が共に環を形成してもよく、Ｒ１０８、Ｒ１０８と結合するホウ素原子、ホウ素原子が
結合する窒素原子、Ｒ１０４、及びＲ１０４と結合する炭素原子が共に環を形成してもよ
い。Ｒ１０７が酸素原子であり、かつ環を形成していない場合には、Ｒ１０７は置換基を
有する酸素原子であり、Ｒ１０８が酸素原子であり、かつ環を形成していない場合には、
Ｒ１０８は置換基を有する酸素原子である。］
のいずれかで表される化合物からなる群より選択される１種又は２種以上の化合物を含有
する、前記［１］の樹脂組成物。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
［４］　前記一般式（ＩＩ１－０）又は前記一般式（ＩＩ２－０）において、Ｒ１０１及
びＲ１０２が環を形成し、Ｒ１０４及びＲ１０５が環を形成している、又は、Ｒ１０２及
びＲ１０３が環を形成し、Ｒ１０５及びＲ１０６が環を形成しており、
　前記環が、下記一般式（Ｃ－１）～（Ｃ－９）：
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
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【化６】

【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
［式（Ｃ－１）～（Ｃ－９）中、
　Ｙ１～Ｙ８は、互いに独立して硫黄原子、酸素原子、窒素原子、又はリン原子を表し、
　Ｒ１１～Ｒ２２は、互いに独立して水素原子、無置換のアリール基、置換基を有するア
リール基、無置換のヘテロアリール基、又は置換基を有するヘテロアリール基を表す。］
のいずれかで表される、前記［３］の樹脂組成物。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
［５］　前記近赤外蛍光色素が、下記一般式（ＩＩ１－１－１）、（ＩＩ１－１－２）、
（ＩＩ１－２－１）、（ＩＩ１－２－２）、（ＩＩ１－２－６）、（ＩＩ２－１－１）、
（ＩＩ２－１－２）、（ＩＩ２－２－１）、（ＩＩ２－２－２）、及び（ＩＩ２－２－６
）：
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
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【化７】

【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
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［上記式中、
　Ｙ１１及びＹ１２は、互いに独立して、酸素原子又は硫黄原子を表し；
　Ｙ２１及びＹ２２は、互いに独立して、炭素原子又は窒素原子を表し；
　Ｑ１１は、水素原子又は電子求引性基を表し；
　Ｘは、互いに独立して、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルコキシ基、アリールオキシ基、
又はアシルオキシ基を表し；
　Ｐ１１～Ｐ１２は、互いに独立して、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、Ｃ1-20ア
ルコキシ基、アミノ基、モノアルキルアミノ基、ジアルキルアミノ基を表し；
　Ａ１１～Ａ１４は、互いに独立して、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、Ｃ１－２

０アルコキシ基、アミノ基、モノアルキルアミノ基、及びジアルキルアミノ基からなる群
より選択される１～３個の置換基を有していてもよいフェニル基、又はハロゲン原子、Ｃ

１－２０アルキル基、Ｃ１－２０アルコキシ基、アミノ基、モノアルキルアミノ基、及び
ジアルキルアミノ基からなる群より選択される１～３個の置換基を有していてもよいヘテ
ロアリール基を表し；
　ｎ１１～ｎ１２は、互いに独立して、０～３の整数を表す。］
のいずれかで表される化合物からなる群より選択される少なくとも１種又は２種以上の化
合物を含有する、前記［４］の樹脂組成物。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
［６］　前記近赤外蛍光材料が、下記一般式（ＩＩ３－１）～（ＩＩ３－６）：
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
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【化８】

【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
［式（ＩＩ３－１）～（ＩＩ３－６）中、
　Ｘ１及びＸ２は、互いに独立して窒素原子又はリン原子を表し；
　Ｙ９及びＹ１０は、互いに独立して硫黄原子、酸素原子、窒素原子、又はリン原子を表
し；
　Ｒ２３、Ｒ２４、Ｒ２５、及びＲ２６は、互いに独立して、ハロゲン原子、Ｃ１－２０

アルキル基、Ｃ１－２０アルコキシ基、アリール基、又はヘテロアリール基を表し；
　Ｒ２７及びＲ２８は、互いに独立して、水素原子、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル
基、Ｃ１－２０アルコキシ基、アリール基、又はヘテロアリール基を表し；
　Ｒ２９及びＲ３０は、互いに独立して、水素原子、又は電子求引性基を表し；
　Ｒ３１及びＲ３２は、
（ｐ４）互いに独立して、水素原子、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、Ｃ１－２０

アルコキシ基、アリール基、又はヘテロアリール基を表す、又は
（ｐ５）Ｒ３１及びＲ３２は共に、置換基を有していてもよい芳香族５員環又は置換基を
有していてもよい芳香族６員環を形成する；
　Ｒ３３及びＲ３４は、
（ｑ４）互いに独立して、水素原子、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、Ｃ１－２０

アルコキシ基、アリール基、又はヘテロアリール基を表す、又は
（ｑ５）Ｒ３３及びＲ３４は共に、置換基を有していてもよい芳香族５員環又は置換基を
有していてもよい芳香族６員環を形成する；
　Ｒ３５、Ｒ３６、Ｒ３７、及びＲ３８は、
（ｐ６）互いに独立して、水素原子、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、Ｃ１－２０
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アルコキシ基、アリール基、又はヘテロアリール基を表す、
（ｐ７）Ｒ３５及びＲ３６は共に、置換基を有していてもよい芳香族５員環又は置換基を
有していてもよい芳香族６員環を形成し、Ｒ３７及びＲ３８は互いに独立して、水素原子
、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、Ｃ１－２０アルコキシ基、アリール基、又はヘ
テロアリール基を表す、
（ｐ８）Ｒ３６及びＲ３７は共に、置換基を有していてもよい芳香族５員環又は置換基を
有していてもよい芳香族６員環を形成し、Ｒ３５及びＲ３８は互いに独立して、水素原子
、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、Ｃ１－２０アルコキシ基、アリール基、又はヘ
テロアリール基を表す、又は
（ｐ９）Ｒ３７及びＲ３８は共に、置換基を有していてもよい芳香族５員環又は置換基を
有していてもよい芳香族６員環を形成し、Ｒ３５及びＲ３６は互いに独立して、水素原子
、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、Ｃ１－２０アルコキシ基、アリール基、又はヘ
テロアリール基を表し；
　Ｒ３９、Ｒ４０、Ｒ４１、及びＲ４２は、
（ｑ６）互いに独立して、水素原子、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、Ｃ１－２０

アルコキシ基、アリール基、又はヘテロアリール基を表す、
（ｑ７）Ｒ３９及びＲ４０は共に、置換基を有していてもよい芳香族５員環又は置換基を
有していてもよい芳香族６員環を形成し、Ｒ４１及びＲ４２は互いに独立して、水素原子
、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、Ｃ１－２０アルコキシ基、アリール基、又はヘ
テロアリール基を表す、
（ｑ８）Ｒ４０及びＲ４１は共に、置換基を有していてもよい芳香族５員環又は置換基を
有していてもよい芳香族６員環を形成し、Ｒ３９及びＲ４２は互いに独立して、水素原子
、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、Ｃ１－２０アルコキシ基、アリール基、又はヘ
テロアリール基を表す、又は
（ｑ９）Ｒ４１及びＲ４２は共に、置換基を有していてもよい芳香族５員環又は置換基を
有していてもよい芳香族６員環を形成し、Ｒ３９及びＲ４０は互いに独立して、水素原子
、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、Ｃ１－２０アルコキシ基、アリール基、又はヘ
テロアリール基を表す。］
のいずれかで表される化合物、及び下記一般式（ＩＩ４－１）～（ＩＩ４－６）：
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
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【化９】

【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
［式（ＩＩ４－１）～（ＩＩ４－６）中、
　Ｘ１及びＸ２、Ｙ９及びＹ１０、Ｒ２３～Ｒ２８、Ｒ３１～Ｒ４２は、上記式（ＩＩ３

－１）～（ＩＩ３－６）と同じである。］
のいずれかで表される化合物からなる群より選択される１種又は２種以上の化合物を含有
する、前記［１］の樹脂組成物。
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
［７］　前記近赤外蛍光材料が、下記一般式（ＩＩ３－７）～（ＩＩ３－９）及び一般式
（ＩＩ４－７）～（ＩＩ４－９）：
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
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【化１０】

【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
［式中、Ｙ１３及びＹ１４は、互いに独立して、酸素原子又は硫黄原子を表し；
　Ｙ２３及びＹ２４は、互いに独立して、炭素原子又は窒素原子を表し；
　Ｙ２５及びＹ２６は、互いに独立して、炭素原子又は窒素原子を表し；
　Ｒ４７及びＲ４８は、互いに独立して、水素原子又は電子求引性基を表し；
　Ｒ４３、Ｒ４４、Ｒ４５、及びＲ４６は、ハロゲン原子又は置換基を有していてもよい
アリール基を表し；
　Ａ１５及びＡ１６は、互いに独立して、水素原子、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル
基、Ｃ１－２０アルコキシ基、アミノ基、モノアルキルアミノ基、及びジアルキルアミノ
基からなる群より選択される１～３個の置換基を有していてもよいフェニル基を表し；
　Ｐ１５及びＰ１６は、互いに独立して、ハロゲン原子、Ｃ１－２０アルキル基、Ｃ１－

２０アルコキシ基、アミノ基、モノアルキルアミノ基、ジアルキルアミノ基を表し；
　ｎ１５及びｎ１６は、互いに独立して、０～３の整数を表す。］
で表される化合物からなる群より選択される１種又は２種以上の化合物を含有する、前記
［６］の樹脂組成物。
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００４３】
［８］　前記放射線不透過性物質が硫酸バリウム、酸化ビスマス、次炭酸ビスマス、炭酸
カルシウム、水酸化アルミニウム、タングステン、酸化亜鉛、酸化ジルコニウム、ジルコ
ニウム、チタン、白金、次硝酸ビスマス、及びビスマスからなる群より選択される１種以
上である、前記［１］～［７］のいずれかの樹脂組成物。
［９］　前記近赤外蛍光材料の含有量が０．００１～０．５質量％である、前記［１］～
［８］のいずれかの樹脂組成物。
［１０］　前記樹脂が熱可塑性樹脂である、前記［１］～［９］のいずれかの樹脂組成物
。
［１１］　前記樹脂が、ウレタン系樹脂、オレフィン系樹脂、ポリスチレン系樹脂、ポリ
エステル系樹脂、及び塩化ビニル系樹脂からなる群より選択される１種以上である、前記
［１］～［１０］のいずれかの樹脂組成物。
［１２］　前記近赤外蛍光材料および前記放射線不透過性物質が前記樹脂に分散されてな
る、前記［１］～［１１］のいずれかの樹脂組成物。
［１３］　医療用材料として用いられる、前記［１］～［１２］のいずれかの樹脂組成物
。
［１４］　前記［１］～［１３］のいずれかの樹脂組成物を加工して得られる成形体。
［１５］　少なくとも一部が、患者の体内で使用される医療用具である、前記［１４］の
成形体。
［１６］　前記［１］～［１３］のいずれかの樹脂組成物の製造方法であって、
　前記樹脂に前記近赤外蛍光材料および前記放射線不透過性物質を溶融混練する工程を含
む、製造方法。
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